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二
十
七
日
、
大
学
治
安
立
法
粉
砕
全

都
総
決
起
集
会
は
、
明
治
公
園
に
全
学

港
五
千
を
中
心
と
し
て
全
都
全
関
東
か

ら
一
万
五
千
を
結
集
し
、
胴
金
へ
向
け

で
の
デ
モ
を
終
始
戦
闘
的
な
ジ
グ
ザ
ク

デ
モ
で
闘
い
抜
い
た
。
六
・
一
五
闘
争

を
上
回
る
学
生
部
隊
の
組
織
的
参
加
の

実
現
は
明
確
に
大
学
治
安
立
法
粉
砕
闘

争
を
テ
コ
と
し
て
圧
倒
的
学
生
戦
線
の

量
的
拡
大
、
全
国
的
規
模
で
の
日
共
民

青
執
行
部
の
打
倒
一
日
共
の
匿
し
難
い

全
国
的
凋
居
を
差
し
示
す
も
の
で
あ

る
。
今
や
、
全
学
港
を
中
軸
と
す
る
日

本
学
生
運
動
は
六
〇
年
安
保
闘
争
以
来

最
高
の
量
と
質
を
獲
得
し
革
命
的
左
翼

の
指
導
の
も
と
、
は
っ
，
き
り
と
十
一
月

詣
屁
米
阻
止
大
闘
争
に
そ
の
的
を
定

ｙ
“
Ｉ
Ｚ
１
７
９
ｒ

ｙ

闘
い
抜
い
て
き
た
東
工
大
全
隨
姿
、
そ

し
て
禍
因
大
全
共
闘
、
法
政
大
全
共
闘

な
ど
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
部
隊
が
中
央
を
埋

め
つ
く
す
な
か
、
日
大
全
共
闘
高
同

君
、
東
大
全
共
闘
代
表
の
司
会
の
も
と

集
会
は
開
始
さ
れ
た
。
始
め
に
各
党
眠

・
全
学
遡
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
全
学

巡
（
金
山
委
員
長
）
水
谷
副
委
員
長
は
こ

の
中
で
「
ア
ジ
ア
を
灰
帝
国
空
涙
・
反

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
世
界
革
命
の
砦
と
せ

よ
」
と
二
十
分
に
わ
た
っ
て
演
説
し
、

会
場
を
圧
倒
的
に
埋
め
つ
く
し
た
全
学

生
か
ら
ひ
と
き
わ
高
い
拍
手
蓉
っ
け

た
。
続
い
て
各
大
学
会
共
闘
か
ら
の
闘

い
の
報
告
と
決
意
表
明
が
続
き
、
と
り

わ
け
全
学
無
期
限
バ
リ
ス
ト
を
闘
い
抜

力
ぐ
べ
、
Ｚ
ブ
｀
｀
‥
こ
函
・
豺
９

二
八
闘
争
の
決
定
的
意
義
と
十
一
月
大

諮
争
へ
の
決
意
安
則
が
お
こ
な
わ
れ
た

だ
ち
に
デ
モ
に
出
発
し
た
。

　
日
大
全
共
闘
、
東
大
、
早
大
な
ど
の

隊
列
の
な
か
で
、
中
校
旗
を
掲
げ
た
全

学
巡
五
千
の
長
蛇
の
デ
モ
隊
は
Ｃ
の
日

の
闘
い
の
文
字
通
り
の
中
核
を
な
し
、

そ
の
ー
詐
に
も
お
よ
ぶ
強
大
な
戦
闘
的

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
権
力
も
ー

っ
さ
い
手
を
出
せ
ず
指
揮
者
を
コ
ン
ド

ロ
的
に
逮
捕
し
さ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

二
時
間
に
わ
た
る
戦
闘
的
デ
モ
を
闘
い

抜
い
た
全
学
池
の
部
隊
は
解
散
均
日
比

谷
公
園
で
水
谷
副
委
員
長
か
ら
の
総
括

提
案
菅
っ
け
こ
の
日
の
闘
い
を
終
え

た
。
こ
の
日
の
闘
い
は
関
西
、
広
島
、

九
州
な
ど
全
国
十
六
ヵ
所
で
も
圧
倒
的

大
衆
を
結
集
し
闘
い
抜
か
れ
た
。

　
警
部
東
京
を
始
め
と
ず
る
全
国
各
地

で
六
〇
年
安
保
闘
争
以
来
の
高
揚
を

実
現
し
た
日
本
学
生
運
動
は
明
確
に
全

学
遠
の
そ
の
卓
越
し
た
政
治
指
導
と
、

獄
中
に
四
百
名
に
も
お
よ
ぶ
莫
大
な
戦

土
を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
常
に
闘
争
を
担

っ
て
き
た
強
固
な
組
織
力
に
よ
っ
て
可

能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
す
る

ま
で
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
全
国
で
日

共
民
青
の
拠
点
大
学
を
次
々
と
打
倒

し
、
万
余
の
大
衆
を
結
集
し
、
七
月
全
学

導
全
国
大
会
の
圧
倒
的
成
功
を
児
ち
と

り
一
路
十
一
月
大
闘
争
へ
蕎
迦
せ
ん
と

す
る
全
学
遠
の
雄
姿
は
い
か
な
る
権

力
・
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
の
反
革
命
武

袈
襲
撃
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
も
、
け

っ
し
て
そ
れ
に
敗
北
す
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

治
安
立
法
粉
砕
の
デ
モ
、
ス
ト
ラ
イ

キ
、
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
闘
争
を
実
剥
し

て
い
る
。
企
図
各
地
で
の
闘
い
は
益
々

拡
大
し
、
今
や
回
数
十
大
学
に
そ
の
火

柱
を
上
げ
て
い
る
。

　
東
京
、
関
東
で
は
十
六
日
、
武
蔵
大

の
経
・
人
文
ス
ト
、
東
京
女
子
犬
付
属

短
大
の
千
六
百
名
の
デ
モ
。
十
八
日
、

尤
ー
プ
，
塀
メ
『
　
一
栢
オ
は
・
メ
、
茫

大
の
図
会
デ
モ
、
都
立
大
ス
ト
突
入
、

恵
ふ
次
子
大
、
津
田
塾
、
日
本
次
子
大

の
全
学
ス
ト
、
中
火
再
封
鎖
。
二
十
一
日

自
大
二
千
の
デ
モ
。
二
十
三
日
、
早
大

全
学
部
ス
ト
。
二
十
四
日
、
学
習
院

大
全
学
ス
ト
、
一
橋
大
本
校
ス
ト
（
八

月
五
日
ま
で
）
、
神
奈
川
大
全
学
無
期

限
ス
ト
、
武
蔵
美
大
千
の
デ
モ
、
厦
応

大
四
百
の
国
会
デ
モ
。
二
十
五
日
、
立

教
大
全
学
ス
ト
、
二
十
六
日
、
麦
心
太

無
期
限
バ
リ
ケ
ー
ド
ス
ト
、
専
修
大
ス

ト
、
明
治
学
院
大
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
、

東
大
工
学
部
無
期
限
ス
ト
。

ａ
一

｀鉛
梨
学
院
大
無
期
限
ス
ト
た

梨
具
下
全
大
学
が
全
学
連
の
指
導
９

と
禰
百
ス
ト
突
入
）
。

　
関
蔭
で
は
京
大
、
立
命
、
同
志
詫

ど
蕩
ぶ
と
し
た
闇
い
が
展
開
さ
れ
、

大
阪
で
は
二
十
日
、
大
阪
市
大
千
百

の
習
モ
、
姫
路
工
大
五
百
の
デ
モ
、
』

匹
大
丿
学
館
封
燭
、
二
十
五
日
、
醤

大
七
日
の
御
堂
筋
デ
モ
、
大
阪
掻

大
、
一
匹
外
誇
大
西
五
十
の
デ
モ
、
｀

路
工
大
学
生
大
会
。

　
中
四
国
で
は
、
十
二
日
、
広
島
登

院
大
市
内
デ
モ
、

｀
広
島
大
文
系
大
言

生
二
百
の
デ
モ
、
十
四
日
、
広
島
蔡

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｅ
・
’
」
尚
貴
七
い
・
大
１
：
い
努
牡
・
万
万
こ
・
二
志
Ｅ
・
’
い
ご
　

名
大
Ｃ

大
公

民
七
日
議
案
Ｊ
ｙ

の
日
二
千
の
国
言
自
デ
モ
乞
法
政
岑
横
詣
大
全
共
闘
か
ら
四
・
一
　
警
部
東
京
を
始
め
と
ず
る
全
国
各
地
け
で
は
な
く
全
部
全
国
に
お
い
て
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
゛

ｉ
　
　

・
・
“
’
＾
‘
　
　
　
　
’
　
　

〈
　
　
　

東
北
大
ｃ
べ
も
民
青

　
■
■
　
‐
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 一
　
　
　
　
　
　
【
宮
城
支
局
」
二
十
五
日
、
則
り
、
　
六
経
学
部
学
生
大
会
で
民
青
野
５
決
心
だ
。
ス
ト
ラ
イ
キ
実
沓
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
・
’
一
三
一
　
三
―
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
一
放
縦
学
部
学
生
大
会
は
民
青
執
行
い

二

議
案
を
否
決
し
、
中
核
派
を
先 い
ご
ご

中
核
鼠
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
結
怒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
信
任
案
を
可
決
し
民
青
を
打
倒
し
た
。
る
一
週
間
ス
ト
提
案
を
瓦
百
二
対
二
百
れ
べ

法
政
大
松
本
善
明
が
画
策

　
【
法
政
大
分
局
」
二
十
日
、
法
政
大

学
全
学
共
闘
会
議
は
日
共
民
青
の
権
力

立
体
と
な
っ
た
反
革
命
を
粉
砕
し
、

各
学
部
学
生
大
会
で
圧
倒
的
に
無
期
限

バ
リ
ケ
ー
ド
ス
ト
を
決
定
、
四
千
の
大

国
会
デ
モ
を
実
現
し
た
。

　
こ
の
日
、
日
共
民
青
は
法
大
全
共
闘

の
指
導
者
―
経
済
学
部
委
員
長
中
日
君

を
田
家
権
力
に
売
叙
し
全
国
で
の
民
育

の
没
溶
に
危
植
意
識
を
露
わ
に
し
て
文

字
通
り
俗
才
・
当
局
と
一
体
と
な
っ
て

咲
大
全
共
に
対
す
る
狂
気
じ
み
た
反
革

命
を
開
始
し
て
き
た
。

　
先
の
民
青
に
よ
る
Ｍ
う
学
生
へ
の
リ

ン
チ
に
対
し
医
大
生
達
が
目
口
批
判
を

要
求
、
こ
れ
に
学
校
側
が
こ
の
学
生
の

引
き
波
し
を
求
め
て
き
た
の
で
こ
の
学

生
を
引
き
波
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
共
中
央
は
こ
の
こ
と
を
と
っ
て
「
暴

力
事
件
」
に
デ
ッ
チ
上
げ
、
自
か
ら
の

危
機
を
尽
つ
た
め
日
本
学
生
港
則
の
拠

点
の
破
壊
を
目
論
ん
で
き
た
の
で
あ

る
。
加
え
て
こ
の
デ
ッ
チ
上
げ
を
権
力

に
告
訴
し
た
が
二
度
と
知
事
実
無
根
と

し
て
し
り
ぞ
け
た
に
も
か
か
わ
・
ら
ず
、

今
度
は
日
共
の
国
会
議
員
松
本
蓉
明
を

つ
か
っ
て
告
訴
し
、
全
く
こ
れ
に
関
谷
一
デ
モ
を
売
ち
と
り
、
そ
の
力
で
も
っ
て

せ
ぬ
中
田
君
霜
カ
に
逮
捕
妥
る
良
貨
金
言
ン
パ
ス
を
バ
リ
ケ
ー
ド
で

い
う
反
頑
心
的
暴
挙
を
お
こ
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
だ
が
全
学
一
斉
の
学
生
大
会
に
結
集

し
た
学
生
は
、
こ
う
し
た
権
力
・
当
局

・
日
共
の
一
体
と
な
っ
た
闘
争
圧
殺
を

打
破
り
、
ほ
ば
全
参
加
者
の
安
保
粉
砕

・
日
奇
打
副
・
大
学
治
安
立
居
粉
砕
全

学
無
期
限
バ
リ
ケ
Ｌ
ド
ス
ト
賛
成
を
か

ち
と
っ
た
。
加
え
て
、
文
字
通
り
居
大

学
生
運
・
鮒
史
上
初
の
紐
大
全
共
闘
塁
独

四
千
名
の
国
会
へ
の
戦
闘
的
’
・
大
衆
的

- → - -J ふ －

封
鎬
し
、
広
大
を
安
保
粉
砕
・
日
帝
打

倒
の
西
に
強
□
に
打
ち
固
め
た
。

　
広
大
全
共
闘
は
五
百
の
革
命
的
軍
団

で
七
月
全
学
厖
大
会
に
結
集
し
、
十
一

月
佐
瀕
訪
米
に
お
い
て
は
、
全
日
本
労

働
者
㈲
毅
・
人
民
大
衆
の
先
頭
に
立
っ

て
、
閤
い
ぬ
く
決
意
と
剛
伺
労
っ
ち
か

た
め
て
い
る
。

【
愛
知
支
局
】
二
十
六
日
、
名
言
崖

七
十
七
対
八
十
三
の
圧
倒
的
票
差
で
可

山
口

‘大
。
、
慶
大
夭
新
潟
大
賢
〈

愛
緩
火
皿
等
で
さ
ら
に
勝
利
〈
ぃ

全
学
巡
は
四
・
二
八
闘
争
○
き
り
ひ
’
図
挙
闘
争
に
お
い
て
も
破
竹
０
恕
撃
を
渠
き
お
げ
た
。
十
八
日
に
お
こ
な
わ
九

ら
い
た
地
平
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
大
学

治
安
立
居
粉
砕
闘
争
の
全
国
四
望
－

六
〇
年
安
似
闘
争
以
降
趾
大
の
大
衆
的

戦
闘
的
闘
い
を
実
現
し
て
い
る
が
、
加

え
て
、
全
学
巡
大
会
を
前
に
し
て
先
の

都
立
大
、
岡
山
大
、
干
葉
大
、
信
州
大

山
口
大
、
高
経
穴
、
武
蔵
大
の
房
利
に

ひ
き
つ
づ
き
、
全
国
に
お
け
る
自
治
会

か
ち
と
っ
て
い
る
。

　
山
口
大
十
数
年
に
わ
た
っ
て

日
共
民
青
の
一
大
拠
点
と
し
て
あ
っ

た
山
口
大
で
は
先
の
選
挙
で
勝
利
し
た

農
学
部
、
工
学
部
に
ひ
き
つ
づ
き
、
経

済
学
部
で
も
圧
倒
的
に
勝
利
し
、
文
理

学
部
で
の
最
高
位
当
選
を
加
え
、
今
や

中
核
眠
の
一
大
拠
点
と
し
て
の
位
置
を

た
経
済
学
部
自
法
会
執
行
委
員
選
挙
で

全
学
恕
は
九
老
中
六
老
の
当
選
を
な
’

と
り
筒
青
を
打
倒
、
委
員
長
は
斎
藤
意

ま
た
文
理
学
部
に
お
い
て
も
全
学
｝
畏

侯
補
巻
は
最
高
位
当
眉
を
が
ち
４
っ

こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
菱
応
大
二
十
五
日
ヽ
エ
学
錨

（
，
小
豊
作
）
自
治
会
禦
で
全
学
連
が

－

－

魅

ｉ






